
 

重点課題に関する報告事項 (1)確実な再造林の実施 

（表題）九州における特定母樹の申請・普及と増殖技術の開発（九州育種場） 

 

○特定母樹の指定状況 

 令和３年度末現在で九州管内の特定母樹は、スギエリートツリー１８系統、第一

世代精英樹の少花粉スギ品種７系統、低花粉スギ品種１系統、第一世代精英樹１３

系統、ヒノキエリートツリー１系統の計４０系統となっています。 

 今中長期計画期間中はヒノキの特定母樹の申請に取り組むとともに、引き続きス

ギエリートツリーの開発を進め、育種集団林（第３世代）の設定を行うこととして

います。 

 

○特定母樹の原種配布状況 

 スギ特定母樹の原種配布は平成２６年度から開始し、令和３年度末現在で累計１

９，０２２本を九州各県及び認定特定増殖事業者からの要望に応じ配布していま

す。 

 また、ヒノキ特定母樹については、平成３０年度７０本、令和元年度２５本、令

和３年度５本、合計１００本の原種配布を行いました。 

 なお、令和３年度にヒノキ採種園造成のため、関東育種基本区から１２系統６０

本の配布を受けている県もあり、今年度も複数者が他基本区からの導入を計画して

います。 

 

○特定母樹の原種配布後の九州育種場の取組 

 県や認定特定増殖事業者を対象に、会議等において育種情報の提供を行うととも

に、採種（穂）園等の造成・改良、優良種苗のコンテナ苗生産技術など林木育種技

術に関する講習会の開催及び現地指導等を実施しています。 

 講習会や現地指導を希望される場合には、九州育種場のホームページにあるお問

い合わせ先までご連絡をお願いします。 

     

○認定特定増殖事業者の状況 

 九州管内の「認定特定増殖事業者」は、令和３年度以降新たに６者の方が認定を

受け、令和４年８月末現在で、福岡県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島

県内の企業、樹苗組合、森林組合及び個人の計２８者となっています。 

 また、今年度も複数の新規参入者が予定されています。 

 

○土を使わずミスト散水でさし穂を発根させる技術（エアざし） 

エアざし技術を試験地用のスギさし木コンテナ苗生産に活用しつつ、温室内の

ミクロ環境が発根に与える影響を調査する等、発根率や作業効率をさらに向上さ

せるための研究を進めています。（別添資料参照） 



【別添】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


